
令和４年度自己評価結果公表シート                吹田市立片山幼稚園 

 

１．本園の教育目標  

   しなやかな心と体の子供 

・生き生きと遊ぶ子供  ・力強く生きていく子供  ・自分も友達も大切にする子供 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価の 

具体的な目標や計画 

      めざす子供像 「やってみよう」と意欲的に遊ぶ子供 

努力目標   おもしろそう やってみたいな たのしいな 

～友達と思いを共有しながら、意欲的に遊びを創っていく環境や援助について考える～    

     ○感染症対策に努めながら、教育保育を進めていく。 

     ○研修や研究保育を通して教員の資質向上に努め、めざす子供像を達成する。 

     ○幼児理解に努め一人ひとりの特性を知り、支援方法を考える。 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

評価項目 結果 理由 

① 努力目標の達成 

  感染症対策 
Ａ 

・子供の主体性を大切にした環境に重点をおき、全職員が幼児教育研究 

 会に参加し教育目標や努力目標を意識しながら教育保育を進める中 

 で、子供が自ら考えて遊びを展開できるように、適切な援助を行うこと 

 ができた。 

・1年間を通して感染状況に応じた感染防止対策を行いながら、園児が 

 安心して園生活が送れるように努めた。 

② 教員の資質向上 Ｂ 

・対面での研修や公開保育に進んで参加し、行事の取組などの情報交換 

 をすることで学びが深まり、保育教諭の意欲的な姿につながった。 

・疑問に思ったことや迷った時は、職員に相談し解決できるようにする 

 ことで向上心につながった。 

③ 特別支援教育の

充実 
Ｂ 

・個々に応じた手立てを考える時に、子供の様子を伝え合う時間を設け 

 一人ひとりの特性や課題、目標などについて話し合い、有効な手立て 

 を見つけ共通理解をすることができた。 

・指導を受けたことを保育補助者や職員で共有し、日々の保育に生かす 

 ことができた。 

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結果 理由 

Ｂ 

・努力目標を意識した園内研修を行うことで、職員との研究協議を通して自身の保育技術の向上

や資質向上となった。また、子供が「もっとやってみたい」と思えるような意欲も感じられ

た。 

・保育を振り返る時に、気になる子供や支援が必要な子供について話をすることができ、支援の 

方法を見直したり、保護者との連絡を密にしたりするなどの対応ができた。 

◎「３．４．」の評価結果の表示方法   

Ａ：十分達成されている Ｂ：達成されている Ｃ：取り組まれているが成果が十分でない Ｄ：取組みが不十分 

 

５．今後取り組むべき課題 

課題 具体的な取組方法 

教育課程の見直

しと計画の立案 

教育目標や努力目標、または幼稚園教育要領を意識し、子供が興味や関心をもって自

ら考えて遊びを展開できるような主体性を大切にした教育保育を継続して行う。 

教員の資質向上 
・進んで研修に参加し自身の資質向上を図る。 

・他園との交流や情報交換をし、学びの機会の充実を図る。 

特別支援教育の

充実 

個々の育ちを大切にし、特性を理解する。一人ひとりに合った支援の方法を職員間で

共通理解し丁寧な対応を心がける。また、保護者との連携も丁寧に行うようにする。 



 


